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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第93期

第２四半期連結
累計期間

第94期
第２四半期連結
累計期間

第93期
第２四半期連結
会計期間

第94期
第２四半期連結
会計期間

第93期

会計期間

自  平成22年
    ２月１日
至  平成22年
    ７月31日

自  平成23年
    ２月１日
至  平成23年
    ７月31日

自  平成22年
    ５月１日
至  平成22年
    ７月31日

自  平成23年
    ５月１日
至  平成23年
    ７月31日

自  平成22年
    ２月１日
至  平成23年
    １月31日

売上高 (千円) 3,697,0523,549,7301,852,8561,861,8277,427,853

経常利益 (千円) 234,369 222,791 106,500 151,933 372,594

四半期(当期)純利益 (千円) 141,003 136,825 58,810 93,607 194,913

純資産額 (千円) ― ― 7,706,5537,805,8087,722,823

総資産額 (千円) ― ― 30,983,87930,392,32930,698,211

１株当たり純資産額 (円) ― ― 485.93 492.30 487.05

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 8.89 8.63 3.71 5.90 12.29

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 24.9 25.7 25.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 443,246 297,842 ― ― 852,817

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △106,722△102,034 ― ― △118,128

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △449,726△190,809 ― ― △856,183

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 425,869 422,576 417,577

従業員数 (名) ― ― 181 175 177

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額は、潜在株式がないため記載しておりません。

　

EDINET提出書類

オーエス株式会社(E04593)

四半期報告書

 2/27



　

２ 【事業の内容】

当社グループは、当社、連結子会社４社及びその他の関係会社２社で構成されており、「映画興行事業」

「不動産賃貸・販売事業」「ホテル事業」「飲食事業」「その他事業」の５つを報告セグメントとし、各

種サービスの提供を行っております。

　当第２四半期連結会計期間において、当社グループにおいて営まれている事業の内容に重要な変更はあり

ません。

  また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年７月31日現在

従業員数(名) 175（118）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　「従業員数」欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期連結会計期間の平均雇用人員であります。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年７月31日現在

従業員数(名) 66（13）

(注) １　従業員数は就業人員であります。

２　「従業員数」欄の(外書)は、臨時従業員の当第２四半期会計期間の平均雇用人員であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社グループでは、生産実績及び受注実績を定義することが困難であるため、(1) 生産実績、(2) 受注実

績の記載を省略しております。

　
(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。
　

セグメントの名称 売上高(千円) 前年同四半期比(％)

映画興行事業 725,233 11.2

不動産賃貸・販売事業 749,578 △9.8

ホテル事業 148,245 0.2

飲食事業 109,929 17.7

その他事業 128,839 0.4

合計 1,861,827 0.5

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
３  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  平成21
年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第20号  
平成20年３月21日)を適用しておりますが、セグメント情報の区分を変更していないため、前年同四半期比を
記載しております。

　

２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財務状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

該当事項はありません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当社グループが当四半期連結会計期間の末日現在において判断したもので

あります。

(1)　経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、東日本大震災の影響を受け、厳しい経営環境となり
ました。その後、原材料供給網等の復旧に伴い、生産や輸出が持ち直し、回復に向けた兆しが見えはじめて
おりますが、先行きは予断を許さない状況にあります。
　このような経済環境のなかで、当社グループは、各事業において競争力の強化を図るとともに、引き続き
積極的な営業活動を展開し、収益力の向上に努めてまいりました。
　当第２四半期連結会計期間の成績は、売上高1,861,827千円と前年同期に比べ8,970千円（0.5％）の増
収となり、営業利益は197,552千円と前年同期に比べ31,222千円の増益、経常利益は151,933千円と前年同
期に比べ45,432千円の増益、四半期純利益は93,607千円と前年同期に比べ34,797千円の増益となりまし
た。
　経営成績をセグメント別でみると次のとおりであります。
　なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17
号  平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適
用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しておりますが、セグメント情報の区分は変更しておりませ
ん。また、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益に対応しております。
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（映画興行事業）
映画興行事業は、邦画作品では「阪急電車」「プリンセス　トヨトミ」「パラダイス・キス」、洋画作
品では「ブラック・スワン」「パイレーツ・オブ・カリビアン／生命の泉」「ハリー・ポッターと死の
秘宝ＰＡＲＴ２」などの話題作品を上映いたしました。
　「ＯＳシネマズミント神戸」におきましては、「アンダルシア　女神の報復」の出演者による舞台挨拶
を実施するなど、他館との差別化を図り、より魅力ある施設づくりを目指してまいりました。さらに、社会
貢献活動といたしまして、引き続き「阪急阪神 未来のゆめ・まちプロジェクト」に参画し、特別上映会
を実施いたしました。
　売上高は725,233千円と前年同期に比べ73,279千円(11.2％）の増収となり、セグメント利益（営業利
益）は74,305千円と前年同期に比べ48,307千円の増益となりました。
　
（不動産賃貸・販売事業）
不動産賃貸業界は、東日本大震災後に中断していたオフィスの移転計画が再開され、一部で改善の動き
が見られたものの、依然として空室率は高水準で推移し、賃料相場は弱含みの状況が続いております。本
年７月末の空室率は、東京ビジネス地区では8.8％、大阪ビジネス地区では11.6％と市況の回復には至っ
ておりません。
　不動産賃貸事業におきましては、当第２四半期連結会計期間末における保有ビルの稼働率は96.6％を維
持するものの、賃料改定による減額や退店による影響を受けました。
　このような状況のなか、「ＯＳビル」において、競争力維持と他ビルとの差別化を図るため、環境と景観
に配慮した外装リノベーション工事を推進してまいりました。
　不動産販売事業におきましては、分譲マンションの売上を計上しております。
　売上高は749,578千円と前年同期に比べ81,663千円（9.8％）の減収となり、セグメント利益（営業利
益）は280,034千円と前年同期に比べ34,578千円の減益となりました。
　

（ホテル事業）
大阪のホテル業界は、ビジネス需要の落ち込みやインバウンド（訪日旅行）の減少により極めて厳し
い状況となりましたが、６月に入り東日本大震災発生後の過度な自粛ムードが薄れ、緩やかながらも回復
傾向にあります。
　このような状況のなか、「梅田ＯＳホテル」におきましては、引き続きインターネット販売に重点を置
き、市場ニーズの把握に努め、きめ細かな宿泊プランを提供し、収益の向上に注力してまいりました。
　売上高は148,245千円と前年同期に比べ335千円（0.2％）のわずかな増収となり、セグメント利益（営
業利益）は6,199千円と前年同期に比べ3,428千円の増益となりました。
　
（飲食事業）
飲食業界は、依然としてデフレ基調が継続し、低価格競争が熾烈を極める厳しい状況が継続しておりま
す。
　このような状況のなか、飲食事業におきましては、より効率的な事業展開を推進するべく、店舗の強化・
立て直しを図るとともに諸経費の節減に留意し、収益の向上を目指してまいりました。
　売上高は109,929千円と前年同期に比べ16,528千円(17.7％）の増収となり、セグメント利益（営業利
益）は4,951千円（前年同期は9,164千円の営業損失）となりました。
　

（その他事業）
その他事業におきましては、アミューズメント施設の「ナムコランド三宮店」が、身近な娯楽として好
調に稼働し、売上高は128,839千円と前年同期に比べ491千円（0.4％）のわずかな増収となり、セグメン
ト利益（営業利益）は19,805千円と前年同期に比べ6,287千円の増益となりました。
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(2)　財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、前連結会計年度末と比較して総資産は
305,882千円の減少となりました。これは主に有形固定資産274,123千円の減少によるものであります。
　負債につきましては388,867千円の減少となりました。これは主に長期借入金134,068千円、未払消費税
等93,116千円、退職給付引当金76,243千円及び未払法人税等54,289千円の減少によるものであります。
　純資産につきましては82,985千円の増加となりました。これは主に利益剰余金97,184千円の増加による
ものであります。

　
(3)　キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は422,576千円とな

り、第１四半期連結会計期間末に比べ27,605千円の増加となりました。当第２四半期連結会計期間におけ

る各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動による資金の増加は289,092千円(前年同期の資金の増加は175,841千円)となりました。主な

増加要因は、減価償却費196,561千円及び税金等調整前四半期純利益156,093千円、主な減少要因は、売上

債権の増加額89,299千円であります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動による資金の減少は73,938千円(前年同期の資金の減少は24,243千円)となりました。主な要

因は、有形固定資産の取得による支出74,988千円であります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動による資金の減少は187,547千円(前年同期の資金の減少は308,942千円)となりました。主な

増加要因は、短期・長期借入れによる収入930,000千円、主な減少要因は、短期・長期借入金の返済による

支出1,108,903千円であります。

　
(4)　事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(5)　研究開発活動

　該当事項はありません。

　
(6)　資本の財源及び資金の流動性についての分析

　(3)「キャッシュ・フローの状況」に記載のとおりであります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 40,000,000

計 40,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年７月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年９月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 16,000,00016,000,000
大阪証券取引所
市場第二部

単元株式数
1,000株

計 16,000,00016,000,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　    該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　    該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　    該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年５月１日～
平成23年７月31日

― 16,000 ― 800,000 ― 66,506
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年７月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

阪急不動産株式会社
大阪府大阪市北区角田町１－１号　
東阪急ビルディング

2,399 15.00

日本マスタートラスト信託銀行
株式会社（管理信託口・79101）
（注１）

東京都港区浜松町２丁目11番３号 2,050 12.81

東宝不動産株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目５－２ 2,000 12.50

東宝株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目２－２ 1,473 9.21

阪急阪神ホールディングス
株式会社

大阪府池田市栄町１－１ 1,126 7.04

建石産業株式会社 大阪府池田市建石町７－13 88 0.55

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内２丁目７番１号 60 0.38

日新火災海上保険株式会社 東京都千代田区神田駿河台２丁目３番地 55 0.34

株式会社三井住友銀行 東京都千代田区丸の内１丁目１番２号 50 0.32

山口　喬 東京都千代田区 34 0.21

計 ― 9,338 58.36

(注) １　日本マスタートラスト信託銀行株式会社名義の当社株式は、社内預金引当信託契約の信託財産として東宝株式

会社が信託しているものであります。

２　当社は、自己株式144,058株(0.90％)を保有しておりますが、表記しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年７月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 144,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

15,539,000
15,539 ―

単元未満株式 普通株式 317,000 ― ―

発行済株式総数 16,000,000― ―

総株主の議決権 ― 15,539 ―

(注) 単元未満株式数には、自己株式58株が含まれております。 

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年７月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
オーエス株式会社

大阪市北区
小松原町３番３号

144,000― 144,000 0.90

計 ― 144,000― 144,000 0.90

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成23年
２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

最高(円) 428 425 417 412 412 427

最低(円) 418 355 402 403 403 400

(注)  最高・最低株価は、大阪証券取引所市場第二部の実績によります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成22年５月１日から平成22年７月31日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成22年２月１日から平成22年７月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成23年５月１日から平成23年７月31日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成23年２月１日から平成23年７月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成22年５月１

日から平成22年７月31日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成22年２月１日から平成22年７月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成23年５月１日から平成23年７月31日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成23年２月１日から平成23年７月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 422,576 417,577

売掛金 299,335 210,183

販売用不動産 952,311 1,016,378

商品 17,047 16,267

貯蔵品 1,294 1,667

前払費用 86,757 84,625

繰延税金資産 167,209 172,706

その他 17,602 23,188

貸倒引当金 △7,532 △10,648

流動資産合計 1,956,602 1,931,947

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 23,114,303 23,109,806

減価償却累計額 △11,932,146 △11,601,843

建物及び構築物（純額） 11,182,156 ※
 11,507,963

機械装置及び運搬具 352,745 342,725

減価償却累計額 △173,975 △161,732

機械装置及び運搬具（純額） 178,770 180,993

工具、器具及び備品 825,204 822,095

減価償却累計額 △644,014 △609,501

工具、器具及び備品（純額） 181,190 212,593

土地 15,295,016 ※
 15,295,016

建設仮勘定 85,309 －

有形固定資産合計 26,922,443 27,196,566

無形固定資産

ソフトウエア 62,976 85,886

その他 11,698 11,981

無形固定資産合計 74,674 97,867

投資その他の資産

投資有価証券 283,074 ※
 306,269

長期貸付金 675 2,775

長期前払費用 185,262 194,881

差入保証金 508,504 508,454

建設協力金 403,123 399,214

繰延税金資産 7,527 6,965

その他 20,854 21,232

貸倒引当金 △337 △1,387

投資その他の資産合計 1,408,684 1,438,404

固定資産合計 28,405,802 28,732,839

繰延資産

社債発行費 29,924 33,424

繰延資産合計 29,924 33,424

資産合計 30,392,329 30,698,211
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 182,176 163,507

短期借入金 2,908,676 ※
 2,925,764

未払金 47,521 55,052

未払費用 272,742 251,486

未払法人税等 77,041 131,330

未払消費税等 47,349 140,466

賞与引当金 43,546 40,515

その他 210,677 251,414

流動負債合計 3,789,731 3,959,538

固定負債

社債 1,700,000 ※
 1,700,000

長期借入金 10,208,841 ※
 10,342,909

長期預り保証金 2,363,176 2,374,198

繰延税金負債 1,558,534 1,556,260

再評価に係る繰延税金負債 2,760,937 2,760,937

退職給付引当金 205,299 281,543

固定負債合計 18,796,789 19,015,849

負債合計 22,586,520 22,975,388

純資産の部

株主資本

資本金 800,000 800,000

資本剰余金 66,547 66,643

利益剰余金 3,977,525 3,880,341

自己株式 △90,788 △90,693

株主資本合計 4,753,283 4,656,291

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 18,057 32,064

土地再評価差額金 3,034,467 3,034,467

評価・換算差額等合計 3,052,524 3,066,531

純資産合計 7,805,808 7,722,823

負債純資産合計 30,392,329 30,698,211
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年２月１日
　至 平成22年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
　至 平成23年７月31日)

売上高 3,697,052 3,549,730

売上原価 2,905,732 2,779,385

売上総利益 791,320 770,345

一般管理費 ※
 438,522

※
 451,179

営業利益 352,798 319,166

営業外収益

受取利息 4,173 4,178

受取配当金 4,132 2,885

協賛金収入 2,857 3,047

その他 3,008 676

営業外収益合計 14,170 10,788

営業外費用

支払利息 111,537 98,274

その他 21,062 8,888

営業外費用合計 132,599 107,163

経常利益 234,369 222,791

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 4,159

特別利益合計 － 4,159

特別損失

投資有価証券評価損 5,785 －

固定資産除却損 207 －

特別損失合計 5,993 －

税金等調整前四半期純利益 228,376 226,951

法人税、住民税及び事業税 45,861 73,343

法人税等調整額 41,510 16,782

法人税等合計 87,372 90,125

少数株主損益調整前四半期純利益 － 136,825

四半期純利益 141,003 136,825
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成22年５月１日
　至 平成22年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年５月１日
　至 平成23年７月31日)

売上高 1,852,856 1,861,827

売上原価 1,474,454 1,443,084

売上総利益 378,402 418,742

一般管理費 ※
 212,071

※
 221,190

営業利益 166,330 197,552

営業外収益

受取利息 2,076 2,089

受取配当金 3,641 2,885

協賛金収入 2,857 3,047

その他 2,687 513

営業外収益合計 11,262 8,535

営業外費用

支払利息 55,992 49,655

その他 15,099 4,498

営業外費用合計 71,091 54,154

経常利益 106,500 151,933

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 4,159

特別利益合計 － 4,159

特別損失

投資有価証券評価損 5,785 －

固定資産除却損 207 －

特別損失合計 5,993 －

税金等調整前四半期純利益 100,507 156,093

法人税、住民税及び事業税 41,018 38,990

法人税等調整額 678 23,494

法人税等合計 41,697 62,485

少数株主損益調整前四半期純利益 － 93,607

四半期純利益 58,810 93,607
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年２月１日
　至 平成22年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
　至 平成23年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 228,376 226,951

減価償却費 425,577 402,187

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △4,165

退職給付引当金の増減額（△は減少） △19,788 △76,243

受取利息及び受取配当金 △8,305 △7,064

支払利息 111,537 98,274

投資有価証券評価損益（△は益） 5,785 －

有形固定資産除却損 207 －

売上債権の増減額（△は増加） △46,298 △89,151

たな卸資産の増減額（△は増加） 140,601 63,658

長期前払費用の増減額（△は増加） 1,407 3,557

仕入債務の増減額（△は減少） △237,277 18,668

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △10,491 12,672

未払消費税等の増減額（△は減少） 45,388 △93,116

預り保証金の増減額（△は減少） △35,482 △11,022

その他 △38,698 △27,414

小計 562,535 517,793

利息及び配当金の受取額 4,475 3,157

利息の支払額 △112,864 △98,875

法人税等の支払額 △10,900 △124,232

営業活動によるキャッシュ・フロー 443,246 297,842

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △96,479 △104,134

その他 △10,243 2,100

投資活動によるキャッシュ・フロー △106,722 △102,034

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 120,000 240,000

短期借入金の返済による支出 △120,000 △192,000

長期借入れによる収入 1,365,000 1,365,000

長期借入金の返済による支出 △1,773,626 △1,564,156

自己株式の処分による収入 － 172

自己株式の取得による支出 △1,592 △364

配当金の支払額 △39,508 △39,462

財務活動によるキャッシュ・フロー △449,726 △190,809

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △113,202 4,998

現金及び現金同等物の期首残高 539,071 417,577

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 425,869

※
 422,576

EDINET提出書類

オーエス株式会社(E04593)

四半期報告書

16/27



【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年２月１日  至  平成23年７月31日)

会計処理基準に関する事項の変更 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会

計基準第18号　平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適

用指針」（企業会計基準適用指針第21号　平成20年３月31日）を適用しており

ます。

　なお、これによる損益に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成23年２月１日  至  平成23年７月31日)

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 
　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年５月１日  至  平成23年７月31日)

（四半期連結損益計算書）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、

様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に

より、当第２四半期連結会計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

 

　

【簡便な会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年２月１日　至　平成23年７月31日)

１　一般債権の貸倒見積高の算定方法

　当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

 

２　たな卸資産の評価方法

　たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。

 

３　固定資産の減価償却費の算定方法

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっ

ております。

 

４　繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況

に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニ

ングを利用する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　

当第２四半期連結会計期間末

(平成23年７月31日)

前連結会計年度末

(平成23年１月31日)

　　　担保資産及び担保付債務 ※　　担保資産及び担保付債務

　担保に供している資産並びに担保付債務につい

　て、事業の運営において重要なものであり、か　

　つ、前連結会計年度の末日に比べて著しい変動が

　認められるものはありません。

　（担保資産）

建物 8,070,172千円

土地 14,633,738千円

計 22,703,910千円

　（担保付債務）

社債に係る銀行保証 1,700,000千円

短期借入金 1,664,790千円

長期借入金 5,756,710千円

計 9,121,500千円

　(内、登記留保に係る債務が850,000千円あり
　ます。)

　上記以外に投資有価証券26,764千円を宅地建物

　取引業法上の営業保証金として大阪法務局に供託

　しております。

 

　
(四半期連結損益計算書関係)

　

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間

(自　平成22年２月１日 

　至　平成22年７月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年２月１日 

　至　平成23年７月31日)

※　　一般管理費のうち主なもの

役員報酬及び給料手当 232,703千円

賞与引当金繰入額 17,772千円

退職給付費用 23,163千円

 

※　　一般管理費のうち主なもの

役員報酬及び給料手当 245,438千円

賞与引当金繰入額 21,373千円

退職給付費用 24,801千円

　
第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間

(自　平成22年５月１日 

　至　平成22年７月31日)

当第２四半期連結会計期間

(自　平成23年５月１日 

　至　平成23年７月31日)

※　　一般管理費のうち主なもの

役員報酬及び給料手当 105,010千円

賞与引当金繰入額 17,772千円

退職給付費用 11,704千円

 

※　　一般管理費のうち主なもの

役員報酬及び給料手当 113,919千円

賞与引当金繰入額 21,373千円

退職給付費用 12,370千円

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第２四半期連結累計期間

(自　平成22年２月１日 

　至　平成22年７月31日)

当第２四半期連結累計期間

(自　平成23年２月１日 

　至　平成23年７月31日)

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　現金及び預金勘定 425,869千円

　現金及び現金同等物 425,869千円

　

※　　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

　貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　現金及び預金勘定 422,576千円

　現金及び現金同等物 422,576千円
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(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成23年７月31日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成23年２月１日 

至  平成23年７月31日)

１．発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 16,000,000

　

２．自己株式の種類及び株式数

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 144,058

　

３．新株予約権の四半期連結会計期間末残高等

該当事項はありません。

　

４．配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年４月26日
定時株主総会

普通株式 39,640 2.50平成23年１月31日 平成23年４月27日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年９月13日
取締役会

普通株式 39,639 2.50平成23年７月31日 平成23年10月14日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成22年５月１日　至　平成22年７月31日)
　

　
映画興行
事業
(千円)

不動産賃
貸・販売
事業
(千円)

ホテル事業
(千円)

飲食事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に

　　　対する売上高
651,954831,242147,90993,401128,3481,852,856― 1,852,856

　(2) セグメント間の

　　　内部売上高又は

　　　振替高

─ 42,419 ─ 396 ─ 42,816(42,816) ―

計 651,954873,662147,90993,798128,3481,895,673(42,816)1,852,856

営業利益又は

営業損失(△)
25,998314,6122,770△9,16413,518347,735(181,405)166,330

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主な事業内容は次のとおりであります。

事業区分 主要事業内容

映画興行事業 映画興行、劇場内売店・広告

不動産賃貸・販売事業 不動産賃貸、土地・建物の売買及び仲介、ビル総合管理

ホテル事業 ホテル、ホテル内売店

飲食事業 飲食店

その他事業 遊戯場

　
前第２四半期連結累計期間(自　平成22年２月１日　至　平成22年７月31日)

　

　
映画興行
事業
(千円)

不動産賃
貸・販売
事業
(千円)

ホテル事業
(千円)

飲食事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に

　　　対する売上高
1,259,3551,689,782301,160189,136257,6183,697,052― 3,697,052

　(2) セグメント間の

　　　内部売上高又は

　　　振替高

─ 83,247 ─ 396 ─ 83,644(83,644) ―

計 1,259,3551,773,029301,160189,533257,6183,780,696(83,644)3,697,052

営業利益又は

営業損失(△)
49,855646,23316,144△10,14528,153730,240(377,442)352,798

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業区分の主な事業内容は次のとおりであります。

事業区分 主要事業内容

映画興行事業 映画興行、劇場内売店・広告

不動産賃貸・販売事業 不動産賃貸、土地・建物の売買及び仲介、ビル総合管理

ホテル事業 ホテル、ホテル内売店

飲食事業 飲食店

その他事業 遊戯場
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【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自　平成22年５月１日　至　平成22年７月31日)及び前第２四半期連結累計期

間(自　平成22年２月１日　至　平成22年７月31日)

　在外連結子会社及び在外支店がないため記載を省略しております。

　
【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自　平成22年５月１日　至　平成22年７月31日)及び前第２四半期連結累計期

間(自　平成22年２月１日　至　平成22年７月31日)

　海外売上高がないため記載を省略しております。

　

【セグメント情報】

１  報告セグメントの概要

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で

あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となって

いるものであります。

当社グループは主に各種サービスの事業内容ごとに「映画興行事業」「不動産賃貸・販売事業」「ホ

テル事業」「飲食事業」「その他事業」を報告セグメントとしております。

「映画興行事業」は、映画興行及び劇場内売店等の運営を行っております。「不動産賃貸・販売事業」

は不動産の賃貸、土地・建物の売買及び仲介、施設管理等を行っております。「ホテル事業」はホテルの

経営等を行っております。「飲食事業」は飲食店の経営を行っております。「その他事業」はアミューズ

メント施設の経営を行っております。

　
２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年２月１日  至  平成23年７月31日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　
映画興行
事業

不動産賃貸
・販売事業

ホテル事業 飲食事業 その他事業 計
調整額
（注１)

四半期連
結損益計
算書計上
額(注２)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

（1）外部顧客への

　　 売上高
1,259,1631,530,146300,852192,523267,0453,549,730― 3,549,730

（2）セグメント間の

     内部売上高又は

     振替高

― 89,547 ― ― ― 89,547△89,547 ―

計 1,259,1631,619,693300,852192,523267,0453,639,278△89,5473,549,730

セグメント利益 61,602579,94122,2282,19037,290703,254△384,087319,166

(注) １．セグメント利益の調整額△384,087千円には、セグメント間取引消去△779千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△383,308千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当第２四半期連結会計期間(自  平成23年５月１日  至  平成23年７月31日)

　 　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　
映画興行
事業

不動産賃貸
・販売事業

ホテル事業 飲食事業 その他事業 計
調整額
(注１)

四半期連
結損益計
算書計上
額(注２)

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客への

　　　売上高
725,233749,578148,245109,929128,8391,861,827― 1,861,827

　(2) セグメント間の

　　　内部売上高又は

　　　振替高

― 48,994 ― ― ― 48,994△48,994 ―

計 725,233798,572148,245109,929128,8391,910,821△48,9941,861,827

セグメント利益 74,305280,0346,1994,95119,805385,296△187,744197,552

(注) １．セグメント利益の調整額△187,744千円には、セグメント間取引消去△496千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△187,247千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号 

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用

指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　

(金融商品関係)

金融商品の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動が認められないため記載を省略しております。

　
(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい変

動が認められないため記載を省略しております。

　
(デリバティブ取引関係)

当社グループは金利スワップ取引を行っておりますが、ヘッジ会計を適用しているため記載を省略し

ております。

　
(資産除去債務関係)

当第２四半期連結会計期間末（平成23年７月31日）

当社グループは、一部の賃借資産及び建物について、賃貸借契約及び法令に基づく原状回復義務等を

有しておりますが、当該債務に関連する賃借資産の使用期間が明確でなく、将来移転する予定もないこ

と、また、建物の撤去時期が明確でなく、将来解体する予定もないことから、資産除去債務を合理的に見

積もることができません。そのため、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりません。

　
(賃貸等不動産関係)

賃貸等不動産の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著

しい変動が認められないため記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年７月31日)

前連結会計年度末
(平成23年１月31日)

　 　

　 492.30円
　

　 　

　 487.05円
　

　
２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年２月１日
至  平成22年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日
至  平成23年７月31日)

１株当たり四半期純利益金額 8.89円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま
せん。
 

１株当たり四半期純利益金額 8.63円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま
せん。
 

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年２月１日
至  平成22年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年２月１日
至  平成23年７月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 141,003 136,825

普通株式に係る四半期純利益(千円) 141,003 136,825

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 15,860,720 15,856,452

　
第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年５月１日
至  平成23年７月31日)

１株当たり四半期純利益金額 3.71円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま
せん。
 

１株当たり四半期純利益金額 5.90円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式が存在しないため、記載しておりま
せん。
 

　

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年５月１日
至  平成22年７月31日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年５月１日
至  平成23年７月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 58,810 93,607

普通株式に係る四半期純利益(千円) 58,810 93,607

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 15,859,621 15,856,494

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　
(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、リース取引開始日が平成21年１月31日以前のリース

取引については、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を採用しておりますが、当四半期連結

会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため記載

を省略しております。

EDINET提出書類

オーエス株式会社(E04593)

四半期報告書

23/27



　

２ 【その他】

第94期(平成23年２月１日から平成24年１月31日まで)中間配当については、平成23年９月13日開催の取

締役会において、平成23年７月31日の最終の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　39,639千円

　②　１株当たりの金額                                ２円50銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日    平成23年10月14日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年９月14日

オーエス株式会社

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉    田    享    司    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    河    崎    雄    亮    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

エス株式会社の平成22年2月1日から平成23年1月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成

22年5月1日から平成22年7月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成22年2月1日から平成22年7月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーエス株式会社及び連結子会社の平成22年7

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年9月14日

オーエス株式会社

取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　吉　　田　　享　　司　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　河　　崎　　雄　　亮　　印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているオー

エス株式会社の平成23年2月1日から平成24年1月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成

23年5月1日から平成23年7月31日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成23年2月1日から平成23年7月31日

まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結

キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者

にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、オーエス株式会社及び連結子会社の平成23年7

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経営

成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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